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    健 診 日 程     

「うるみん」での健診は下記の通りです。

都合の良い日に受診してください。  

宇堅の受診呼掛け日は、６月 29 日です。 

注意：  保険証を持参すること  

※受付：午前＝8：30 ／  午後＝1：00 
 

６ 

19 日（火） 
20 日（水） 
24 日（日） 
28 日（木） 
29日（金） 

 

11 
27 日（火） 
28 日（水） 

12 
８日（土） 
９日（日） 

７ 29 日（日） 

１ 
22 日（火） 
23 日（水） 
26 日（土） 

８ 
18 日（土） 
19 日（日） 
22 日（水） 

 

（５月末） 宇 堅（外国人除く） うるま市全体（外国人含む） 
人口(男/女) １,２２４（６４３／５８１） △９（△５/△４） １23,502 (61,970/61,532)) ５２（３３/１９） 

世 帯 数 ４８６ △２ ５１，７６６ ７５  廃食油回収！ 

 
  

ボトル・キャッフ･使用済切手 
回収します。 

【
区
長
の
ド
ゥ
ー
チ
ュ
イ
、
ゥ
ム
ニ
― 

(

編
集
後
記)

】 

 

水
不
足
を
心
配
し
た
が
、
台
風
の
お
か
げ
で

解
消
さ
れ
そ
う
で
す
。
が
、
直
撃
台
風
が
発

生
！
強
烈
レ
ベ
ル
で
す
。
対
策
を
急
が
ね
ば
。 

 

逆
進
税
制
・
お
友
達
贔
屓
、
定
額
働
か
せ
放

題
、
水
道
事
業
の
民
営
化
な
ど
、
福
祉
・
医
療
・

教
育
を
削
り
、
国
民
か
ら
搾
り
取
る
政
治
。
ま

す
ま
す
暮
ら
し
辛
い
社
会
に
、
私
た
ち
の
子

供
・
孫
の
世
代
が
心
配
で
す
。 

「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
」
（
ル
ド
ル

フ
・
ヘ
ス
著
・
片
岡 

啓
治
訳
／
講
談
社
学
術

文
庫
）
。
戦
争
犯
裁
判
の
時
期
に
書
か
れ
た
回

顧
録
。
戦
争
は
人
間
を
悪
魔
に
し
ま
す
。 

【 ７ 月 の 行 事 】 
１０日（火） 午後 １：３０ 手づくり･手縫いの会 

１５日（日） 午後 ５：００ 区内パトロール（宇堅守の会） 

１７日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（体操＆ストレッチ） 

２２日（日） 午前 ９００ 長寿会ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会（発電所広場） 

２４日（火） 午後 １：３０ 手づくり･手縫いの会 

【その他の行事】 

 

【 ８ 月 の 行 事 】 
７日（火） 午前 ９：３０ ミニデイサービス（多世代交流会） 

７日（火） 午後 ７：００ ビーチ帰宅指導（宇堅守の会） 

１１日（火） 午後 ４：００ 子ども会親子ＢＢＱ 

１４日（火） 午後 ２：００ ＥＭゆがふ会 

１４日（火） 午後 １：３０ 手づくり･手縫いの会 

１９日（日） 午後 ５：００ 区内パトロール（宇堅守の会） 

２１日（火） 午後 １：３０ ビーチ帰宅指導（宇堅守の会） 

２４日（金） 午後 ４：００ 子ども会 道ジュネ―（盆エイサー） 

２８日（火） 午後 １：３０ 手づくり･手縫いの会 

【その他の行事】 

【 ９ 月 の 行 事 】 
１１日（火） 午後 １：３０ 手づくり･手縫いの会 

１６日（日） 午後 ５：００ 区内パトロール（宇堅守の会） 

１８日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（手工芸） 

２５日（火） 午後 １：３０ 手づくり･手縫いの会 

調整中 午後  長寿会美化活動 

調整中 午後  敬老会 

７･８日：うるま市エイサー ／ ２３日：天小運動会 ／ 

３０日：うるま市議会議員選挙 

蛇
苺
ね
ら
ふ
か
蛇
の
現
れ
ぬ 

句

集

『
舞

扇

』
（
Ｒ
Ｉ
作

）
よ
り 

蛇
苺
、
懐
か
し
い
～
。
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
小

さ
い
頃
、
な
じ
み
の
あ
る
い
く
つ
か
の
植
物
も
（
涙
）
。 

 

  

 

埼
玉
県 

川
口
市 

美
浜
区 

芝
園
団
地
自
治
会 

文
化
部
長 

岡
崎
広
樹 

 
  

一
方
で
、
芝
園
団
地
自
治
会
は
、
こ
れ
ら
の
変

化
に
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０

０
７
年
、
通
常
は
自
治
会
員
だ
け
に
配
布
す
る
夏

祭
り
の
抽
選
券
を
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
狙
い
は
、
夏
祭
り
や
抽
選
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
外
国
人
住
民
に
自
治
会
へ
加
入
し
て
も
ら
う

こ
と
で
し
た
。
そ
の
年
の
抽
選
会
は
、
中
国
人
住

民
の
方
が
、
１
等
の
５
万
円
分
商
品
券
当
て
ま
し

た
が
、
自
治
会
へ
の
新
規
加
入
は
ゼ
ロ
で
し
た
。 

 

ま
た
、
生
活
上
の
注
意
事
項
を
日
本
語
で
貼
り

出
し
て
み
た
も
の
の
、
全
く
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
治
会
だ
け
で
は
、
日
本
人
住
民
の
苦

情
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
団
地
の
管
理
事
務

所
へ
直
接
相
談
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
善
を
管
理
事
務
所
に
依
頼
し

ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
も
な
く
、
両
住
民
の
溝
は

埋
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
外
国
人
住
民
が
２
０
０
０
人
近
く
な

っ
た
頃
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
る
問
題
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
悪
化
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０

１
１
年
、
自
治
会
は
高
齢
化
と
国
際
化
に
即
し
た

住
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
、
住
民
約
４
０
名
・
川

口
市
役
所
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
協
議
を
開
催
し
、

毎
日
で
な
く
て
も
い
い
か
ら
中
国
語
の
通
訳
を
管

理
事
務
所
に
配
置
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
請
な

ど
を
し
ま
し
た
。
翌
年
、
中
国
語
の
通
訳
が
配
置

さ
れ
、
入
居
時
に
生
活
規
則
な
ど
を
中
国
語
で
伝

え
、
注
意
書
き
な
ど
も
日
中
の
両
語
で
併
記
さ
れ 

 

   
   

盆盆盆   

南南南   

風風風   
   

   

梅
雨
明
け
し
ま
し
た
が
、
台
風
の

影
響
で
大
雨
。空
梅
雨
で
し
た
の
で
、

農
家
に
と
っ
て
は
恵
み
の
雨
で
す
。 

台
風
８
号
が
発
生
し
、
沖
縄
本
島

を
直
撃
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
ご
用
心

く
だ
さ
い
。 

                          

る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
生
活
上
の
規
則
が
浸
透
し
て
い

き
ま
し
た
。 

開
か
れ
た
自
治
会
構
想 

 

こ
れ
ら
暗
中
模
索
の
甲
斐
も
あ
り
、
依
然
と
比
べ
て
住
環

境
も
改
善
し
て
き
た
、
と
い
う
日
本
人
住
民
の
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
外
国
人
住
民
の
自
治
会

員
は
一
向
に
増
え
ま
せ
ん
。
元
来
、
自
治
会
や
町
内
会
は
、

そ
の
地
域
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
地
縁
の
概
念

を
、
現
実
に
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
賃
貸
住

宅
の
住
民
は
、
仮
の

住
ま
い
と
考
え
て
い

る
の
が
一
般
的
で
、

自
治
会
に
加
入
し
な

い
住
民
も
多
く
い
ま

す
。
そ
の
上
、
中
国

に
は
地
縁
の
概
念
が

な
く
、
賃
貸
住
宅
に

は
自
会
の
よ
う
な
組

織
が
な
い
と
聞
き
ま

す
。
〝
自
治
会
と
は

な
ん
で
す
か
？
〟
、

〝
そ
の
メ
リ
ッ
ト

は
？
〟
と
質
問
さ
れ

て
言
葉
に
詰
ま
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。 

 

ま
た
、
古
株
の
日
本
人
住
民
が
、
高
齢
化
に
伴
い
子
ど
も

た
ち
の
近
く
に
引
っ
越
す
一
方
で
、
新
し
い
日
本
人
が
、
引

っ
越
し
て
く
る
こ
と
は
稀
で
す
。
結
果
と
し
て
、
空
き
部
屋

に
は
、
外
国
人
の
方
ば
か
り
が
引
っ
越
し
て
く
る
た
め
、
自

治
会
員
は
減
少
す
れ
ど
も
増
加
せ
ず
の
状
態
で
し
た
。 

さ
ら
に
、
高
齢
化
し
て
い
く
中
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
し
、
日
本
人
住
民
の
自
治
会
員
も
減
り
続
け
て
、
最

大
で
３
０
名
近
く
い
た
役
員
は
、
２
０
１
３
年
に
わ
ず
か
６ 

 

    

投
棄
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
処
分
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。
遊
休
地
を
適
正
に
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
老
朽
化

し
、
剥
落
や
倒
壊
な
ど
で
、
人
的
・
物
的

比
嘉
が
生
じ
た
場
合
、
損
害
賠
償
が
生
じ

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

                     

名
と
激
減
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
地
域
住
民

の
高
齢
化
と
国
際
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
会
活

動
に
黄
信
号
を
灯
し
た
わ
け
で
す
。 

こ
の
ま
ま
で
は
、
自
治
会
活
動
も
早
晩
立
ち
い

か
な
く
な
る
。
で
も
、
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。
ま
る
で
、
道
に
迷
っ
て
右
往
左
往
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
心
持
で
し
た
。
も
し
道
に
迷
っ
て

い
る
な
ら
、ま
ず
は
現
在
地
の
把
握
が
必
要
で
す
。

（
次
号
に
続
く
） 

            

         

                   

【
管
内
の
刑
法
犯
罪
発
生
状
況
】 

・公
然
わ
い
せ
つ
「  

：１
件(

安
慶
名) 

・万 

引 

き 
 

 

：６
件(

江
洲
５
・前
原) 

・自
転
車･

オ
ー
ト
バ
イ
盗
：４
件(

み
ど
り
町
２
・前
原
２) 

・色
情
ね
ら
い 

：４
件(

み
ど
り
町
２
・安
慶
名
・前
原) 

・置
引
き
：２
件
（宇
堅
・前
原
） 

・そ
の
他
窃
盗 

：５
件
（前
原
・江
洲
・西
原
・豊
原
・南
風
原
） 

・そ
の
他
の
刑
法
犯 

：４
件(

喜
屋
武
・平
安
名 

・与
那
城
西
原
２) 

※
短
い
外
出
で
も
確
実
に
施
錠
し
て
、
防
犯
対
策
。 

※
車
の
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
。
車
内
に
貴
重
品
等
を
置
か
な
い
。 

   

う
る
ま
警
察
署
か
ら
の
注
意
喚
起 

❖
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
は
ノ
ー
！ 

売
春
を
は
じ
め
、
風
俗
で
の
強
制
労
働
等
に
結

び
付
く
ケ
ー
ス
が!

!
 

❖
特
殊
詐
欺
・
架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
！ 

※
警
察
相
談
窓
口(

電
話) 

 

＃
９
１
１
０ 

開
か
れ
た
自
治
会
構
想 

～
高
齢
化･

国
際
化
に
即
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
挑
戦
～ 

空
き
家
に
つ
い
て 

投
棄
ゴ
ミ
に
つ
い
て 

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%98%E3%82%B9/e/B004LPWELI/ref=dp_byline_cont_book_1
https://www.amazon.co.jp/%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%98%E3%82%B9/e/B004LPWELI/ref=dp_byline_cont_book_1
https://www.amazon.co.jp/%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%98%E3%82%B9/e/B004LPWELI/ref=dp_byline_cont_book_1
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=%E7%89%87%E5%B2%A1+%E5%95%93%E6%B2%BB&search-alias=books-jp&text=%E7%89%87%E5%B2%A1+%E5%95%93%E6%B2%BB&sort=relevancerank


 
 

当
日
は
約
５
０
名
が
祈
り
を
さ
さ
げ
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
月
号
で
紹
介
し
た
通
り
、
宇
堅
の
戦
没
者
の

人
数
は
他
の
自
治
会
に
比
較
し
て
多
い
。
ほ
と
ん

ど
は
南
洋
で
の
戦
死
で
す
。
移
民
が
多
か
っ
た
集

落
で
す
。 

平
和
記
念
公
園
に
お
い
て
も
、
祈
り
が
さ
さ
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

「
児
童
・
生
徒
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
中

学
生
の
朗
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
原
稿
を
見
る
こ
と
な
く
、
明
朗
な
響
き

の
あ
る
声
で
胸
を
打
つ
姿
で
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

絶
賛
の
声
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童
・
生
徒
か
ら
募

集
す
る
こ
と
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
少
し
で
も
語

り
継
ぐ
、
考
え
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
過
去
の
「
児
童
・
生
徒
の
平
和
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
の
最
優
秀
賞
（
高
校
生
の
部
）
を
宇
堅

の
名
護
愛
さ
ん
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
下
記
に
誌

を
掲
載
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
、
改
行
を
省

略
し
て
い
ま

す
。 大

人
は
、

国
の
政
治
を

常
に
監
視
し
、

考
え
、
投
票

に
結
び
付
け
、

必
要
と
あ
れ

ば
明
確
な
意

思
表
示
を
す

る
こ
と
が
責

務
だ
と
思
い

ま
す
。 

                                    

 

                                           

 

              

          

戦後73年の「慰霊の日」 ～平成30年 6月23 日～  

未来に向かって  名護愛（二〇〇二年「児童・生徒の平和メッセージ展」高校生の部最優秀賞） 
一九四五年八月十五日終戦の日 
戦争という名の悲劇から 五十七年経った 
今日も平和に向かって 時を刻む音がする 
しかしまだ｢戦争｣は 終わってないのかもしれない 
一九七二年五月十五日 沖縄本土復帰の日 
その日を前に 先生が「平和」について熱く語る 
私は 「平和」について 真剣に考える 
みたことのない戦争を 想像してみる 
すると 真っ青に晴れた雲一つない空に 米軍
機の爆音が響きわたる 
先生の声は爆音に消され 
生徒の目は音を睨む 
戦争はまだ 「音」として残っていた 
米軍基地の前を 家路に向かうフェンスを背に
暑い日差しを浴びながら 
輝く笑顔で子ども達が遊ぶ 
フェンスの向こう側には 武装した軍人が立って
いる 日差しに照らされ 汗だくの顔で立ってい
る 

腕に持っている銃は 誰に向けるのか 
私の目は 銃を睨む 
戦争はまだ 「武器」として残っていた 
五月晴れの 午さがり家族連れの人  々
恋人同士 友人同士 人・人・人のあふれる中で 
「めぐまれない人へ」のキャッチフレーズと共に 
笑うことを忘れて 
未来に怯えている少女の瞳が 
私を見つめる 
私の目は過去を睨む 
戦争はまだ「傷跡」として残っていた 
六月二十三日慰霊の日 祖父と祖母そして私 
正午を告げる鐘 摩文仁に向かって合掌する 
ふしくれた手 しわが刻まれた その頬に涙が
こぼれ落ちる 
その年老いた目が 見つめる先には何がある
のか 私も見つめてみた 
戦争はまだ 「悲鳴」として残っていた 

「爆音」が消え 
「武器」は葬られ 
「傷跡」は癒され 
「悲鳴」は静寂と化す 
その時 戦争という名の悲劇は 幕を閉じる 
地球に生きる人間 動物 自然が 
互いの立場を理解し 強調しあった 
その瞬間 「平和」はきっと生まれる 
私は空を仰いだ 私は大きく息を吸った 
私は遥か彼方を見つめた 
私は未来を想像した 
乾いた大地に 恵みの雨が降る 雨は上がり 
空には 一筋の虹が見える 
風が 大地をそっとなでる 
その風は エイサーの音色とともに 
人々の心を癒やし 
広い海へ 広い世界へと吹きわたり 
平和の意義を 響かせてゆく 
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